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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示可能な光透過型の表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に設けられ、該表示パネルに光を照射するバックライトユニッ
トであって、
　　前記表示パネルに離間して設けられる光照射部と、
　　前記表示パネルと前記光照射部との間の空間を外囲する周壁部と、
　　前記表示パネルと前記光照射部との間に設けられ、該光照射部によって中央部分が支
持される拡散シートと、
　　光を反射する機能を有し、前記空間に臨むように前記周壁部に設けられる反射部とを
有するバックライトユニットとを含み、
　前記拡散シートは、その周縁部分が、前記中央部分よりも表示パネル側で、前記表示パ
ネルの背面と前記反射部との間を仕切るように配設されていることを特徴とする画像表示
装置。
【請求項２】
　前記表示パネルおよび拡散シートは、平面視において矩形状に形成され、
　前記周縁部分は、前記拡散シートの外周を規定する４辺のうちの互いに平行な２辺に隣
接する部分であることを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネルおよび拡散シートは、平面視において矩形状に形成され、
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　前記周縁部分は、拡散シートの外周に隣接する矩形枠状の部分であることを特徴とする
請求項１記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記周壁部は、前記表示パネルの周縁部を支持するパネル支持部を含み、
　前記拡散シートの周縁部分は、前記パネル支持部と前記表示パネルとによって挟持され
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記拡散シートの周縁部分は、前記パネル支持部と前記表示パネルとによって挟持され
る部分が、残余の部分に対して予め屈曲されていることを特徴とする請求項４記載の画像
表示装置。
【請求項６】
　前記周壁部は、前記表示パネル側に配設される第１部分と、前記光照射部側に配設され
る第２部分とから成り、
　前記拡散シートの周縁部分は、前記第１部分と第２部分とによって挟持されることを特
徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記第１部分および第２部分は、前記拡散シートの周縁部分を挟持する各挟持面が、表
示パネルから離反するに従って内方に向かって傾斜するように形成されていることを特徴
とする請求項６記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記拡散シートは、前記周縁部分が前記中央部分に対して曲がった形状に予め成型され
ていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置に関し、特に、斜め方向から見たときの表示画面の周縁領域に
おける画質の劣化を改善することができる画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像を表示可能な表示パネルを備える画像表示装置を複数台、平面的に並べて配
置することによって構築されるマルチディスプレイシステムが、インフォメーションディ
スプレイおよび業務用ディスプレイなどとして用いられるようになっている。
【０００３】
　マルチディスプレイシステムは、大型の画面を容易に構築することができる反面、各画
像表示装置間の継目部分に、ベゼルとも称される額縁が配置されるため、画像を表示する
ことができない領域（以下、「非表示領域」と称する）が形成されることになる。これに
より、マルチディスプレイ装置で表示される大型の画面は、格子状の線が入ったように見
えてしまい、表示される画像の品位が低下してしまうという問題がある。
【０００４】
　そこで、最近では、非表示領域による画像の品位をできるだけ低下させないために、狭
額縁化された画像表示装置が、マルチディスプレイシステムに用いられるようになってき
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１２３３９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図８は、狭額縁化された液晶表示装置１１０によって構築されるマルチディスプレイシ
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ステム１００のマルチ画面を斜め方向から見ている状態を示す図である。図９は、図８の
切断面線ＩＸ－ＩＸから見た液晶表示装置１１０の断面図である。
【０００７】
　液晶表示装置１１０は、図９に示すように、液晶パネル１１１と、液晶パネル１１１の
背面側に設けられるバックライトユニット１１２と、狭額縁化されたベゼル１１３とを備
えて構成される。
【０００８】
　また、バックライトユニット１１２は、液晶パネル１１１に光を照射する光源１２１と
、光源１２１と液晶パネル１１１との間に設けられ、光源１２１からの出射光を面方向に
拡散させる拡散板１２２と、拡散板１２２上に積層される光学シート１２３とを含み、液
晶パネル１１１と拡散板１２２とは空間Ｓを空けて離間して設けられている。
【０００９】
　従来から、液晶パネル１１１と拡散板１２２との間の空間Ｓを外囲している周壁部１２
４の内周面には、光源１２１から出射される光の利用効率を向上させるために、光の反射
性に優れた光反射部１２５が設けられている。
【００１０】
　このような構成を有する液晶表示装置１１０では、ベゼル１１３が狭額縁化されている
と、図８に示すように斜め方向から表示画面を見たときに、この光反射部３４が視認され
てしまうことにより、画面周縁部での画質が劣化してしまうという問題がある。
【００１１】
　たとえば特許文献１には、光学シートを拡散板から浮かせる構造を備える液晶表示装置
が提案されているが、かかる構造は、画面周縁部での画質の劣化を改善する構造ではない
。
【００１２】
　本発明は、狭額縁化された画像表示装置において、光源の出射光の利用効率を向上させ
るための光反射部に起因する、画面周縁部での画質の劣化を改善することができる画像表
示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、画像を表示可能な光透過型の表示パネルと、
　前記表示パネルの背面側に設けられ、該表示パネルに光を照射するバックライトユニッ
トであって、
　　前記表示パネルに離間して設けられる光照射部と、
　　前記表示パネルと前記光照射部との間の空間を外囲する周壁部と、
　　前記表示パネルと前記光照射部との間に設けられ、該光照射部によって中央部分が支
持される拡散シートと、
　　光を反射する機能を有し、前記空間に臨むように前記周壁部に設けられる反射部とを
有するバックライトユニットとを含み、
　前記拡散シートは、その周縁部分が、前記中央部分よりも表示パネル側で、前記表示パ
ネルの背面と前記反射部との間を仕切るように配設されていることを特徴とする画像表示
装置である。
【００１４】
　また本発明は、前記表示パネルおよび拡散シートは、平面視において矩形状に形成され
、
　前記周縁部分は、前記拡散シートの外周を規定する４辺のうちの互いに平行な２辺に隣
接する部分であることを特徴とする。
【００１５】
　また本発明は、前記表示パネルおよび拡散シートは、平面視において矩形状に形成され
、
　前記周縁部分は、拡散シートの外周に隣接する矩形枠状の部分であることを特徴とする
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。
【００１６】
　また本発明は、前記周壁部は、前記表示パネルの周縁部を支持するパネル支持部を含み
、
　前記拡散シートの周縁部分は、前記パネル支持部と前記表示パネルとによって挟持され
ることを特徴とする。
【００１７】
　また本発明は、前記拡散シートは、前記パネル支持部と前記表示パネルとによって挟持
される部分が、残余の部分に対して予め屈曲されていることを特徴とする。
【００１８】
　また本発明は、前記周壁部は、前記表示パネル側に配設される第１部分と、前記光照射
部側に配設される第２部分とから成り、
　前記拡散シートの周縁部分は、前記第１部分と第２部分とによって挟持されることを特
徴とする。
【００１９】
　また本発明は、前記第１部分および第２部分は、前記拡散シートの周縁部分を挟持する
各挟持面が、表示パネルから離反するに従って内方に向かって傾斜するように形成されて
いることを特徴とする。
【００２０】
　また本発明は、前記拡散シートは、前記周縁部分が前記中央部分に対して曲がった形状
に予め成型されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、表示パネルの背面と反射部との間を仕切るように拡散シートが配設さ
れるので、拡散シートが有する光学的機能によって、反射部を視認しにくくすることがで
きる。このように、簡単な構成で、反射部が視認されることに起因する、画像表示装置を
斜め方向から見たときの画面周縁部での画質の劣化を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置１０を備えるマルチディスプレイシ
ステム１を示す正面図である。
【図２】図１の切断面線ＩＩ－ＩＩから見た液晶表示装置１０の断面図である。
【図３】図１の切断面線ＩＩＩ－ＩＩＩから見た液晶表示装置１０の断面図である。
【図４】本実施形態に係る液晶表示装置１０に搭載される前の光学シート２５ｃを示す図
であり、図４（ａ）は平面図であり、図４（ｂ）は図４（ａ）の切断面線ＩＶ－ＩＶから
見た断面図である。
【図５】他の実施例に係る光学シート２５ｃを示す図であり、液晶表示装置１０に搭載さ
れる前の状態を示している。図５（ａ）は平面図であり、図５（ｂ）は図５（ａ）の切断
面線Ｂ－Ｂから見た断面図であり、図５（ｃ）は図５（ａ）の切断面線Ｃ－Ｃから見た断
面図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置１０Ａの断面図である。
【図７】液晶表示装置１０Ａにおける光学シート２５ｃの固定方法を説明するための図で
ある。
【図８】狭額縁化された液晶表示装置１１０によって構築されるマルチディスプレイシス
テム１００のマルチ画面を斜め方向から見ている状態を示す図である。
【図９】図８の切断面線ＩＸ－ＩＸから見た液晶表示装置１１０の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置１０を備えるマルチディスプレイ
システム１を示す正面図である。図２は、図１の切断面線ＩＩ－ＩＩから見た液晶表示装
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置１０の断面図である。図３は、図１の切断面線ＩＩＩ－ＩＩＩから見た液晶表示装置１
０の断面図である。
【００２４】
　図１に示すマルチディスプレイシステム１は、３台の液晶表示装置１０を水平方向に並
べて構築されている。マルチディスプレイシステム１では、各液晶表示装置１０が、縦置
き姿勢にして並べられている。なお、各液晶表示装置１０は、同一に構成されているもの
とする。
【００２５】
　液晶表示装置１０は、画像を表示可能な非発光型の表示パネルである液晶パネル１１と
、液晶パネル１１の背面１１ｂ側に配置され、光を出射可能な光源２２を備えるバックラ
イトユニット１２と、液晶パネル１１およびバックライトユニット１２を一体的に保持す
る枠状のベゼル１３とを含んで構成される。
【００２６】
　液晶パネル１１は、横長な矩形状に形成された一対の透光性を有するガラス製の基板と
、その一対の基板間に、電界印加に伴って光学特性が変化する物質である液晶分子を封入
することによって形成された液晶層とを備え、液晶層の厚さ分のギャップを維持した状態
で、一対の基板がシール剤によって貼り合わせられることによって構成されている。
【００２７】
　一対の基板のうち、一方の基板はＣＦ（Color Filter）基板であり、他方の基板はＴＦ
Ｔ（Thin Film Transistor）基板である。ＴＦＴ基板には、液晶層に臨む内面側に、スイ
ッチング素子であるＴＦＴおよび画素電極が多数個並んで設けられるとともに、これらＴ
ＦＴおよび画素電極の周りには、格子状をなすゲート配線およびソース配線が取り囲むよ
うにして配設されている。画素電極は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）またはＺｎＯ（Zinc
 Oxide）といった透明電極からなる。
【００２８】
　一方、ＣＦ基板には、液晶層に臨む内面側に、各画素に対応した位置に多数個のカラー
フィルタが並んで設けられている。カラーフィルタは、本実施形態では、Ｒ（red），Ｇ
（green），Ｂ（blue）の三色のサブピクセルが交互に並ぶ配置とされている。各カラー
フィルタ間には、混色を防ぐための遮光層（ブラックマトリクス）が形成されている。カ
ラーフィルタおよび遮光層の表面には、ＴＦＴ基板側の画素電極と対向する対向電極が設
けられている。また、各基板の前記内面側には、液晶層に含まれる液晶分子を配向させる
ための配向膜がそれぞれ形成され、各基板の内面側とは反対側の外面側には、偏光板がそ
れぞれ貼り付けられている。
【００２９】
　バックライトユニット１２は、バックライトシャーシ２１と、バックライトシャーシ２
１に収容される光源２２と、フレーム２３と、拡散板２４と、光学シート２５とを含んで
構成されている。
【００３０】
　バックライトシャーシ２１は、一方に開口した略箱型に形成される金属製の部材であり
、液晶パネル１１と同様の横長な矩形平板状に形成された底板２１ａと、底板２１ａの周
縁部から立ち上がる筒状の側板２１ｂとによって構成されている。底板２１ａの内面には
、拡散板２４を支持するための複数の拡散板支持ピン２７が立設されている。
【００３１】
　光源２２は、バックライトシャーシ２１における底板２１ａの内面に設置され、光を出
射して、液晶パネル１１を照明する。本実施形態では、光源２２は、複数のＬＥＤ（Ligh
t Emitting Diode）ランプ２２ａを、底板２１ａの内面上にマトリクス状に配置すること
によって構成されている。他の実施形態では、光源２２は、たとえば複数本の冷陰極管を
、底板２１ａの内面上に、互いに所定の間隔を空けて並列配置することによって構成され
てもよく、あるいは、導光部材を用いて構成されてもよい。
【００３２】
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　フレーム２３は、樹脂製であり、大略的に筒状であって、バックライトシャーシ２１に
おける側板２１ｂの内周面を被覆可能に形成されている。フレーム２３は、側板２１ｂに
装着され、ビスなどの締結具２６によって、側板２１ｂに対して固定される。
【００３３】
　ここで、フレーム２３において、側板２１ｂへの装着時に、底板２１ａに近接して配置
される側の部分を下部２３ｃと称し、下部２３ｃとは反対側の部分を上部２３ａと称する
。フレーム２３には、その上部２３ａに、液晶パネル１１を支持するためのパネル支持部
３１が設けられ、また、上部２３ａと下部２３ｃとの間の中央部２３ｂに、拡散板２４を
支持するための拡散板支持部３２が設けられる。
【００３４】
　パネル支持部３１は、液晶パネル１１を支持するための矩形環状の平坦なパネル支持面
を有する。このパネル支持面は、フレーム２３を側板２１ｂに装着したとき、バックライ
トシャーシ２１における底板２１ａに平行となるように形成されている。
【００３５】
　液晶パネル１１は、ＴＦＴ基板がこのパネル支持面に臨むように、パネル支持部３１に
設置される。これにより、液晶パネル１１は、底板２１ａに対して平行な姿勢で、パネル
支持部３１によって支持される。このとき、パネル支持部３１は、液晶パネル１１の周縁
部１１ｃを支持している。
【００３６】
　パネル支持部３１によって支持された液晶パネル１１は、その周縁部１１ｃが、厚み方
向の両側から、パネル支持部３１とベゼル１３とによって挟持されて固定される。これに
より、表示面１１ａにおける周縁の領域が、ベゼル１３によって被覆される。以下、液晶
パネル１１の表示面１１ａにおいて、ベゼル１３に被覆されずに外部に露出している領域
を、有効表示領域Ｖと称する。この有効表示領域Ｖに、画像が表示される。
【００３７】
　拡散板支持部３２は、拡散板２４を支持するための矩形環状の平坦な拡散板支持面を有
する。この拡散板支持面は、フレーム２３を側板２１ｂに装着したとき、バックライトシ
ャーシ２１における底板２１ａに平行となるように形成されている。また、フレーム２３
の上部２３ａには、拡散板２４の一部を挿入させるための挿入孔３５が形成されている。
【００３８】
　拡散板２４は、透光性を有し、厚み方向一方側の表面に入射した光を面方向に拡散させ
る機能を有する板状部材であり、厚み方向に見て略矩形状に形成されている。詳細には、
矩形板状に形成された板状部と、板状部の側面から外方へ突出する複数の突出部とから成
っている。
【００３９】
　拡散板２４は、前記挿入孔３５に前記突出部を挿し込んだ状態で、拡散板支持部３２に
設置される。これにより、拡散板２４は、底板２１ａに対して平行な姿勢で、拡散板支持
部３２と複数の拡散板支持ピン２７とによって支持される。このとき、拡散板支持部３２
は、拡散板２４の周縁部を支持している。
【００４０】
　本実施形態では、拡散板２４の板状部は、拡散板支持部３２に設置されたときに、フレ
ーム２３の上部２３ａにおける内壁面との間に間隙が形成されるようなサイズに選択され
ている。これにより、装置稼動時における拡散板２４の面方向への熱膨張分を、前記間隙
によって吸収させることができる。
【００４１】
　フレーム２３の上部２３ａは、パネル支持部３１に支持された液晶パネル１１と、拡散
板支持部３２に支持された拡散板２４とが、空間Ｓを空けて離間するように形成されてい
る。ここで、フレーム２３の上部２３ａにおいて、空間Ｓを外囲する筒状の部分を、周壁
部３３と称する。したがって、パネル支持部３１は、周壁部３３に形成されている。
【００４２】
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　周壁部３３は、ベゼル１３によって規定される有効表示領域Ｖよりも外方に配置されて
いる。周壁部３３は、空間Ｓに臨む内壁面を有し、この内壁面には、光反射部３４が全周
にわたって設けられている。
【００４３】
　光反射部３４は、光を反射する機能を有し、光源２２から出射され、拡散板２４を透過
して空間Ｓに入射した光を有効に利用するために設けられている。特に、画面周縁部での
輝度の低下を防止するために設けられている。光反射部３４は、たとえば光の反射性に優
れた白色を呈する合成樹脂製の反射シートを、周壁部３３の内壁面を覆うように敷設する
ことによって構成される。光反射部３４は、上記構成に限らず、周壁部３３の内壁面の光
反射性を向上させるものであればよい。
【００４４】
　光学シート２５は、本実施形態では、３枚の光学シート２５ａ～２５ｃを、拡散板２４
上に積層することによって構成されている。詳細には、光学シート２５ａ，２５ｂ，２５
ｃが、この順番で、拡散板２４上に積層されている。すなわち、光学シート２５ｃが、液
晶パネル１１に最も近接して設けられている。
【００４５】
　各光学シート２５ａ～２５ｃは、透光性を有し、所定の光学的機能を有するシート状部
材であり、厚み方向に見て矩形状に形成されている。各光学シート２５ａ～２５ｃは、た
とえば、拡散シート、マイクロレンズシート、プリズムシートおよびレンチキュラーシー
トのうちから選択された３種のシートによって実現される。光学シート２５の枚数は、３
枚に限定されず、他の実施形態では、１枚または２枚であってもよい。
【００４６】
　拡散板２４上に載置される光学シート２５ａ、および光学シート２５ａ上に載置される
２５ｂは、厚み方向に見て、拡散板２４と略同一形状と成るように形成され、拡散板２４
と同様に、フレーム２３の上部２３ａに形成された挿入孔３５に突出部を挿し込んだ状態
で、拡散板２４によって支持されている。
【００４７】
　一方、液晶パネル１１に最も近接して設けられている光学シート２５ｃは、その周縁部
分４２が、光学シート２５ｃの中央部分４１よりも液晶パネル１１側で、液晶パネル１１
の背面１１ｂと光反射部３４との間を仕切るように配設された状態で、拡散板２４によっ
て支持されている。
【００４８】
　より詳細には、光学シート２５ｃは、光学シート２５ｃの外周を規定する４辺のうちの
一対の長辺に隣接する各周縁部分４２が、光反射部３４の一部であって、液晶パネル１１
の一対の長辺に沿って延びる長尺部分３４ａと、液晶パネル１１の背面１１ｂとの間を仕
切るように配設された状態で、拡散板２４によって支持されている。本実施形態では、光
学シート２５ｃの周縁部分４２は、液晶パネル１１の周縁部１１ｃとパネル支持部３１と
の間に挟持されることによって固定されている。
【００４９】
　前述するように、液晶パネル１１と拡散板２４との間の空間Ｓを外囲する周壁部３３の
内壁面には、光の利用効率を向上させるために光反射部３４が設けられている。特に狭額
縁化された液晶表示装置１０では、有効表示領域Ｖから周壁部３３までの距離Ｌが短くな
ってしまうため、液晶表示装置１０を斜め方向から見たときに、この光反射部３４が視認
されてしまうことにより、画面周縁部での画質が劣化していた。
【００５０】
　本実施形態によれば、光学シート２５ｃを上記のように配設することにより、光反射部
３４における長尺部分３４ａが、光学シート２５ｃを介して視認されることになる。これ
により、光学シート２５ｃが有する光学的機能によって、光反射部３４における長尺部分
３４ａを視認しにくくすることができる。
【００５１】
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　なお、光学シート２５ｃは、液晶パネル１１の周縁部１１ｃとパネル支持部３１との間
に挟持されることによって両端が拘束されてしまうが、装置稼動時に発生する熱によって
光学シート２５ｃが面方向へ熱膨張したとしても、周縁部分４２と光学シート２５ｂとの
間の間隙によって、その熱膨張分を吸収させることができる。
【００５２】
　このように、本実施形態によれば、光反射部３４における長尺部分３４ａと液晶パネル
１１との間に光学シート２５ｃを介在させるという簡単な構成で、光反射部３４が視認さ
れることに起因する、液晶表示装置１０を斜め方向から見たときの画面周縁部での画質の
劣化を軽減することができる。
【００５３】
　光反射部３４と液晶パネル１１との間に光学シート２５ｃを配設する場合には、図２に
示すように、周縁部分４２を滑らかに湾曲させて配設するのが好ましい。これにより、光
学シート２５ｃが有する光学的機能が損なわれることを防止することができる。
【００５４】
　また、光学シート２５ｃとして用いられるシートは、拡散シートを用いる。

【００５５】
　本実施形態に係る液晶表示装置１０は、前記のように、光反射部３４における長尺部分
３４ａを視認しにくくする構成であるので、特に、液晶パネル１１の一対の長辺に隣接す
る画面周縁部が斜め方向から見られる可能性が高い場合、たとえば、図１に示すように縦
置き姿勢で設置されるような場合に好適に用いることができる。
【００５６】
　図４は、本実施形態に係る液晶表示装置１０に搭載される前の光学シート２５ｃを示す
図であり、図４（ａ）は平面図であり、図４（ｂ）は図４（ａ）の切断面線ＩＶ－ＩＶか
ら見た断面図である。
【００５７】
　図４に示すように、本実施形態に係る光学シート２５ｃは、平坦状のシートにおける、
外周を規定する４辺のうちの一対の長辺に隣接する各端部４３を、残余の部分４４に対し
て予め屈曲することによって構成されている。このように、液晶パネル１１の周縁部１１
ｃとパネル支持部３１との間に挟持される部分を、予め屈曲させておくことにより、光学
シート２５ｃを容易に設置することができる。
【００５８】
　本実施形態では、１枚の光学シート２５ｃを、液晶パネル１１の背面１１ｂと光反射部
３４とを隔てるように配設しているが、他の実施形態では、複数枚の光学シートを、液晶
パネル１１の背面１１ｂと光反射部３４との間を仕切るように配設してもよい。これによ
り、光反射部３４をより視認しにくくすることができる。
【００５９】
　また、本実施形態では、光反射部３４における長尺部分３４ａと液晶パネル１１との間
に光学シート２５ｃを配設しているが、他の実施形態では、液晶パネル１１の一対の短辺
に沿って延びる短尺部分３４ｂと液晶パネル１１との間に光学シート２５ｃを配設するよ
うに構成してもよい。この場合には、光反射部３４における短尺部分３４ｂを視認しにく
くすることができる。
【００６０】
　また、光反射部３４の全周にわたって、光反射部３４と液晶パネル１１との間に光学シ
ート２５ｃを配設するように構成してもよい。この場合には、光反射部３４における長尺
部分３４ａおよび短尺部分３４ｂのいずれも視認しにくくすることができる。
【００６１】
　図５は、他の実施例に係る光学シート２５ｃを示す図であり、液晶表示装置１０に搭載
される前の状態を示している。図５（ａ）は平面図であり、図５（ｂ）は図５（ａ）の切
断面線Ｂ－Ｂから見た断面図であり、図５（ｃ）は図５（ａ）の切断面線Ｃ－Ｃから見た
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断面図である。
【００６２】
　前述するように、光反射部３４の全周にわたって、光反射部３４と液晶パネル１１との
間に光学シート２５ｃを配設する場合には、光学シート２５ｃを、射出成型などの方法を
用いて、液晶表示装置１０内に収容されるときの形状に予め成型しておくのが好ましい。
【００６３】
　具体的には、液晶表示装置１０における空間Ｓのサイズに合わせて、光学シート２５ｃ
における矩形枠状の周縁部分４２が、光学シート２５ｃの中央部分４１に対して曲がった
形状に成型され、また、液晶パネル１１の周縁部１１ｃとパネル支持部３１との間に挟持
される部分、すなわち矩形枠状の端部４５が、光学シート２５ｃの中央部分４１に平行に
延びるように成型される。このように予め成型しておくことによって、光学シート２５ｃ
を容易に設置することができる。
【００６４】
　図６は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置１０Ａの断面図である。図７は、
液晶表示装置１０Ａにおける光学シート２５ｃの固定方法を説明するための図である。図
７では、フレーム２３の上部２３ａおよび光学シート２５ｃ以外の構成については省略し
て示している。
【００６５】
　本実施形態に係る液晶表示装置１０Ａは、周壁部３３Ａの構成、および光学シート２５
ｃの端部４３の固定方法を除き、残余の構成については前述の実施形態に係る液晶表示装
置１０と同様に構成されているので、同一の構成には同一の参照符を付し、重複する説明
を省略する。
【００６６】
　本実施形態に係る液晶表示装置１０Ａは、周壁部３３Ａが、液晶パネル１１側に配設さ
れる矩形枠状の第１部分５１と、拡散板２４側に配設される第２部分５２とから成り、光
学シート２５ｃの端部４３を、第１部分５１と第２部分５２とで挟持させることによって
固定されている。
【００６７】
　より詳細には、第１部分５１および第２部分５２は、光学シート２５ｃの端部４３を挟
持する各挟持面５１ａ，５１ｂが、液晶パネル１１から離反するに従って内方へ向かって
傾斜するように、テーパ状に形成されている。
【００６８】
　本実施形態に係る液晶表示装置１０Ａは、上記構成により、光学シート２５ｃの端部４
３を予め屈曲させなくても、第１部分５１と第２部分５２とで容易に挟持させることがで
きる。
【００６９】
　なお、本実施形態に係る液晶表示装置１０Ａでは、周壁部３３Ａのうちの第１部分５１
の内壁面に設けられた光反射部３４が、光学シート２５ｃによって覆われなくなってしま
うが、少なくとも第２部分５２に設けられた光反射部３４の視認性については低減するこ
とができる。
【符号の説明】
【００７０】
　１０　液晶表示装置
　１１　液晶パネル
　１２　バックライトユニット
　１３　ベゼル
　２１　バックライトシャーシ
　２２　光源
　２３　フレーム
　２４　拡散板
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　２５　光学シート
　３１　パネル支持部
　３３　周壁部
　４１　中央部分
　４２　周縁部分

【図１】
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24支撑的中心部分41和外围边缘部分42将液晶面板11的后表面11b和光
反射部分34分隔在液晶面板11侧而不是中心部分41上。
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